
　今回のあぐろグラムは、玉野市の宇野港周辺
にあるアート作品について紹介します。
　作品は３年に１度開かれる瀬戸内国際芸術祭の
作品としても展示されており、開催期間でなくと
も見ることができます。中でも「宇野のチヌ」は
宇野港周辺の沿岸や児島湖で拾い集めたゴミ、
漂流物を使って制作されました。世界各地から
海を渡って瀬戸内に漂流した廃棄物が新たな命
を宿し、アート作品として展示されています。

　　　　　　　　　　　編集担当　
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レシピ提供／永井智一（ながいともかず）
茨城県笠間市にある「キッチン晴人（ハレジン）」
オーナーシェフ

あ
り
が
と
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伝
え
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広
が
る
　
協
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の
和

JA岡山は、組合員募集中です！
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「ありがとう 伝えて広がる 協同の和」

Recipe
旬のレシピ紹介

【作り方】
マグロのさくに塩を擦り込み30分
ほど置き、水気をしっかりと拭き
取る。
1のマグロに小麦粉を付け軽くたた
く。
揚げ油を185度に熱し、2を周りが
きつね色になるまで揚げる（60～
90秒ほど）。
揚がった3の油をペーパータオルで
拭き、切り出す。付け合わせの野
菜、器に入れたおろしポン酢、レ
モンを添えて出来上がり。

1.

2.

3.

4.

マグロの
揚げたたき
マグロの
揚げたたき
マグロ（さくで）　　　　　　  150g
付け合わせ野菜各種　　　お好みで
レモン　　　　　　　　　　 1/8個
おろしポン酢だれ　　　　　大さじ2
（大根おろしにポン酢を掛けた物）
揚げ油　　　　　　　　　　　適宜
小麦粉 　　　　　　　　　　 適宜
塩　　　　　　　　　　　 小さじ1

【材料：2人分】

特集
「営農振興計画の達成にむけて」
ーー ＴＡＣ指導員の課題実践計画 ーー



FEATURE
This month's

｜

Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
の
課
題
実
践
計
画

｜

営
農
振
興
計
画
の
達
成
に
む
け
て

今月の特集

沖
田
営
農
セ
ン
タ
ー

課
題
設
定
①

「
個
人
経
営
体
の
法
人
化
、
生

産
量
の
維
持
・
拡
大
に
よ
る
生

産
組
織
基
盤
の
強
化
」

●
取
組
内
容

園
芸
生
産
者
の
法
人
化
支
援　

（
牧
石
ね
ぎ
部
会
）

●
取
組
具
体
策

　

沖
田
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
の
園

芸
生
産
者
は
、
個
人
経
営
が
中

心
で
あ
り
、
そ
の
労
働
力
は
家

族
お
よ
び
親
族
と
限
定
的
で
す
。

　

５
年
先
、
１０
年
先
を
見
据
え

た
時
、
労
働
力
の
確
保
が
重
点
課
題

と
な
り
、
生
産
組
織
自
体
の
存
続
に

も
影
響
し
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
化
す
る
こ
と
に
対
し
て

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ
て
い
る
生
産

者
が
多
い
た
め
、
税
理
士
や
社
会
保
険

労
務
士
を
招
い
た
勉
強
会
を
開
催
し
、

税
務
面
・
労
務
面
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
支
援
を
行
い
、
本
年
度
２
法

人
の
設
立
を
目
指
し
ま
す
。

課
題
設
定
②

「
米
と
麦
の
複
合
経
営
に
よ
る
作
付
面

積
拡
大
と
農
家
所
得
の
増
大
」

●
取
組
内
容

水
稲
裏
作
の
麦
栽
培
試
験

●
取
組
具
体
策

　

当
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
家
所
得

の
向
上
の
た
め
水
田
の
裏
作
で
麦
栽
培

を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
大
型

農
家
の
裏
作
・
二
毛
作
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

麦
の
新
規
生
産
者
に
対
し
て
は
１０
㌃

あ
た
り
の
所
得
見
込
み
金
額
を
提
示
し
、

作
付
推
進
を
図
り
ま
す
。
既
存
生
産
者

に
対
し
て
は
加
工
用
米
と
二
条
大
麦
の

作
付
け
に
よ
る
交
付
金
の
優
位
性
を
提

案
し
、
麦
の
面
積
拡
大
を
図
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
営
農
振
興
計
画
に
基
づ
き
各
営
農
セ
ン
タ
ー
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
が
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

西
大
寺
営
農
セ
ン
タ
ー

課
題
設
定
①

「
小
麦
の
適
正
な
粗
タ
ン
パ
ク
含
量
の

確
保
と
施
肥
作
業
の
省
力
化
」

●
取
組
内
容

小
麦
施
肥
改
善
試
験

●
取
組
具
体
策

　

小
麦
の
栽
培
で
は
粗
タ
ン
パ
ク
含
量

の
確
保
が
重
要
課
題
で
す
（
目
標
値

９
・
７
〜
１１
・
３
％
）。
粗
タ
ン
パ
ク
含

量
の
向
上
に
は
実
肥
の
施
用
が
必
要
で

す
が
、
重
労
働
で
あ
る
た
め
、
生
産

者
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

追
肥
の
省
力
化
に
む
け
て
穂
肥
施
用

時
（
３
月
）
に
緩
効
性
肥
料
を
施
用
し
、

穂
肥
と
実
肥
を
合
わ
せ
て
一
発
施
用
す

る
こ
と
で
施
肥
作
業
の
省
力
化
を
図
り

ま
す
。
併
せ
て
収
量
性
、
粗
タ
ン
パ
ク

含
量
を
比
較
す
る
た
め
、
試
験
区
を

設
置
し
ま
す
。

課
題
設
定
②

「
野
菜
の
高
品
質
、
多
収
性
の
有
望
品
種

の
導
入
」

●
取
組
内
容

野
菜
有
望
品
種
の
選
定

●
取
組
具
体
策

　

白
菜
、
南
瓜
に
つ
い
て
既
存
の
主
力

品
種
の
種
苗
の
確
保
が
困
難
と
な
り
つ

つ
あ
る
た
め
、
新
品
種
の
策
定
が
早
急

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

部
会
で
の
、
品
種
試
験
の
栽
培
へ
の

取
り
組
み
、
収
量
性
・
生
理
障
害
の
有

無
な
ど
現
地
適
応
性
の
確
認
、
お
よ
び

既
存
品
種
と
の
品
質
比
較
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

瀬
戸
内
営
農
セ
ン
タ
ー

課
題
設
定
①

「
行
政
と
連
携
し
、
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

活
用
し
た
島
外
か
ら
の
新
規
就
農
者

の
確
保
」

●
取
組
内
容

前
島
キ
ャ
ベ
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践

●
取
組
具
体
策

　

前
島
地
区
で
は
生
産
者
の
高
齢
化
や

鳥
獣
害
に
よ
る
生
産
規
模
の
減
少
が
進

ん
で
お
り
、
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
島
内
だ
け
で
は
生

産
振
興
は
難
し
く
、
島
外
か
ら
の
労
働

力
が
必
要
で
す
。

　

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用

し
、
１
年
に
１
人
程
度
、
３
カ
年
に
か

け
て
新
規
就
農
者
の
確
保
を
目
指
し
ま

す
。
地
域
活
性
化
を
考
え
前
島
へ
の
移

住
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
受
け
入

れ
先
農
家
と
の
意
見
交
換
会
を
積
極

的
に
開
催
し
ま
す
。

課
題
設
定
②

「
１０
㌃
あ
た
り
３
㌧
の
収
穫
量
を
め
ざ

し
、
瀬
戸
内
海
圏
に
お
け
る
岡
山
の

瀬
戸
内
レ
モ
ン
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
」

●
取
組
内
容

瀬
戸
内
レ
モ
ン
の
生
産
振
興

●
取
組
具
体
策

　

軽
量
果
樹
と
し
て
レ
モ
ン
の
栽
培

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
収
量
が
安

定
せ
ず
、
栽
培
管
理
の
確
立
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
備
前
広
域
農
業
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
普
及
展
示
ほ

場
を
設
置
し
た
上
で
、
増
収
に
む
け

た
栽
培
管
理
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
部
会
や
関
係
機
関
と
連
携
し

販
売
促
進
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
ま
す
。

藤
田
営
農
セ
ン
タ
ー

課
題
設
定
①

「
リ
ー
キ
等
の
園
芸
品
目
を
導
入
し
、

水
稲
農
家
の
雇
用
安
定
と
所
得
向
上

を
目
指
す
」

●
取
組
内
容

水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
野
菜
生
産
振
興

●
取
組
具
体
策

　

大
型
農
家
が
法
人
化
な
ど
規
模
拡

大
を
進
め
る
上
で
雇
用
の
安
定
が
必
要

で
す
。
農
閑
期
に
園
芸
品
目
を
作
る

こ
と
で
人
材
の
確
保
と
雇
用
の
創
出
を

図
り
ま
す
。

　

水
稲
中
心
の
農
家
で
は
作
業
が
重
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、Ｊ
Ａ
所
有

の
農
機
具
や
育
苗
施
設
を
有
効
活
用

し
、
生
産
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

課
題
設
定
②

「
ア
ケ
ボ
ノ
の
１０
㌃
あ
た
り
１０
俵
の
収

量
確
保
」

●
取
組
内
容

水
稲
多
収
技
術
研
究

●
取
組
具
体
策

　

業
務
用
米
の
引
き
合
い
が
強
ま
る

中
、
主
力
品
種
で
あ
る
「
ア
ケ
ボ
ノ
」

の
現
在
の
反
収
は
管
内
平
均
で
１０
㌃

あ
た
り
９
・
５
俵
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

よ
り
一
層
の
多
収
技
術
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。　

　

こ
れ
ま
で
の
施
肥
体
系
の
見
直
し

と
土
壌
改
良
剤
の
導
入
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
営
農
指
導
を

行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

備
南
営
農
セ
ン
タ
ー

課
題
設
定
①

「
担
い
手
、
生
産
者
を
育
て
、

農
地
の
有
効
活
用
を
図
り
、

農
家
所
得
の
向
上
を
目
指
す
」

●
取
組
内
容

露
地
キ
ャ
ベ
ツ
の
生
産
拡
大

●
取
組
具
体
策

　

生
産
者
の
高
齢
化
に
と
も
な
い
耕
作

放
棄
地
の
増
加
と
と
も
に
管
内
農
作

物
の
生
産
面
積
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

露
地
キ
ャ
ベ
ツ
の
作
付
拡
大
と
多
収

に
む
け
た
追
肥
試
験
を
行
う
ほ
か
、

乾
田
化
促
進
の
た
め
に
、
も
み
殻
暗

き
ょ
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
生
産

部
会
を
設
立
し
、
担
い
手
農
家
の
確

保
・
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

課
題
設
定
②

「
タ
マ
ネ
ギ
の
１０
㌃
あ
た
り
５
㌧
の
収

量
確
保
に
よ
る
農
家
所
得
の
向
上
」

●
取
組
内
容

水
田
作
タ
マ
ネ
ギ
の
反
収
向
上

●
取
組
具
体
策

　

タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培
面
積
は
拡
大
し

て
い
る
が
、
１０
㌃
あ
た
り
の
収
量
は

１
・
８
㌧
と
面
積
に
見
合
っ
た
収
量
が

確
保
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

除
草
体
系
の
見
直
し
に
よ
る
確
実
な

栽
培
管
理
を
行
い
ま
す
。
栽
培
講
習

会
、
ほ
場
巡
回
を
徹
底
し
、
収
量
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

高
松
営
農
セ
ン
タ
ー

課
題
設
定
①

「
ア
ケ
ボ
ノ
の
確
実
な
収
量
ア
ッ
プ
に

よ
る
農
家
所
得
の
向
上
」

●
取
組
内
容

水
稲
有
望
品
種
の
安
定
し
た
収
量
の

確
保

●
取
組
具
体
策

　

管
内
「
ア
ケ
ボ
ノ
」
に
つ
い
て
収
量

が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
ほ
場
巡
回

時
な
ど
に
生
産
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
な
が
ら
水
稲
の
一
発
肥
料
な
ど
の

適
応
性
を
検
証
し
安
定
し
た
収
量
を

確
保
し
ま
す
。

　

目
標
は
１０
㌃
あ
た
り
１０
俵
と
し
、

慣
行
肥
料
と
の
比
較
も
行
い
ま
す
。

課
題
設
定
②

「
桃
新
品
種
『
白
皇
®
』
の
栽
培
技
術
の

確
立
と
品
質
保
持
に
向
け
た
実
証
試
験
」

●
取
組
内
容

白
皇
®
の
裂
皮
軽
減
お
よ
び
品
質
向
上

●
取
組
具
体
策

　

白
皇
®
は
新
品
種
の
た
め
生
産
農

家
が
少
な
く
、
栽
培
技
術
も
確
立
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
徹
底
し
た
栽
培

管
理
に
よ
る
品
質
向
上
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。　

　

定
期
的
に
農
薬
試
験
等
を
行
い
、
栽

培
に
適
し
た
管
理
を
指
導
す
る
ほ
か
、

新
製
品
の
袋
掛
け
試
験
に
つ
い
て
も
同

時
に
行
い
、
比
較
調
査
に
よ
る
従
来
品

と
の
適
合
性
を
検
証
し
ま
す
。

建
部
営
農
セ
ン
タ
ー

課
題
設
定
①

「
建
部
地
区
水
稲
生
産
者
を
対
象
と
し

た
『
き
ぬ
む
す
め
』の
生
産
量
の
増
加
」

●
取
組
内
容

「
き
ぬ
む
す
め
」
の
生
産
拡
大

●
取
組
具
体
策

　
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」、「
に
こ
ま
る
」
に

替
わ
る
品
種
の
選
定
と
し
て
食
味
ラ
ン

キ
ン
グ
特
Ａ
を
取
得
し
て
い
る
「
き
ぬ

む
す
め
」
の
生
産
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

講
習
会
等
を
通
じ
て
栽
培
啓
発
を

行
う
と
と
も
に
、
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
安
定
し
た
収
量
を
図
る
た
め
、
栽

培
管
理
と
病
害
虫
防
除
の
徹
底
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
育
苗
施
設
を
利
用
し
、

播
種
同
時
苗
箱
処
理
剤
の
導
入
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

課
題
設
定
②

「
既
存
契
約
野
菜
の
生
産
拡
大
と
軽
量

野
菜
の
新
規
栽
培
」

●
取
組
内
容

契
約
野
菜
の
生
産
拡
大
と
新
規
品
目

導
入

●
取
組
具
体
策

　

担
い
手
農
家
の
経
営
内
容
が
多
様

化
し
て
い
る
中
、
農
家
所
得
の
増
大

に
む
け
て
契
約
野
菜
等
の
有
望
品
目

の
導
入
を
行
い
ま
す
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト

む
け
の
観
賞
用
カ
ボ
チ
ャ
に
つ
い
て
も

需
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
品
目
の
選
定

と
生
産
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
繁
忙
期
の
人
手
不
足
を
解
消

す
る
た
め
に
作
業
支
援
を
検
討
す
る

ほ
か
、
加
茂
川
地
区
で
軽
量
野
菜
と

し
て
有
望
な
「
お
も
ち
ゃ
か
ぼ
ち
ゃ
」

の
新
規
栽
培
者
を
募
集
し
ま
す
。
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沖
田
営
農
セ
ン
タ
ー

課
題
設
定
①

「
個
人
経
営
体
の
法
人
化
、
生

産
量
の
維
持
・
拡
大
に
よ
る
生

産
組
織
基
盤
の
強
化
」

●
取
組
内
容

園
芸
生
産
者
の
法
人
化
支
援　

（
牧
石
ね
ぎ
部
会
）

●
取
組
具
体
策

　

沖
田
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
の
園

芸
生
産
者
は
、
個
人
経
営
が
中

心
で
あ
り
、
そ
の
労
働
力
は
家

族
お
よ
び
親
族
と
限
定
的
で
す
。

　

５
年
先
、
１０
年
先
を
見
据
え

た
時
、
労
働
力
の
確
保
が
重
点
課
題

と
な
り
、
生
産
組
織
自
体
の
存
続
に

も
影
響
し
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
化
す
る
こ
と
に
対
し
て

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ
て
い
る
生
産

者
が
多
い
た
め
、
税
理
士
や
社
会
保
険

労
務
士
を
招
い
た
勉
強
会
を
開
催
し
、

税
務
面
・
労
務
面
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
支
援
を
行
い
、
本
年
度
２
法

人
の
設
立
を
目
指
し
ま
す
。

課
題
設
定
②

「
米
と
麦
の
複
合
経
営
に
よ
る
作
付
面

積
拡
大
と
農
家
所
得
の
増
大
」

●
取
組
内
容

水
稲
裏
作
の
麦
栽
培
試
験

●
取
組
具
体
策

　

当
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
家
所
得

の
向
上
の
た
め
水
田
の
裏
作
で
麦
栽
培

を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
大
型

農
家
の
裏
作
・
二
毛
作
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

麦
の
新
規
生
産
者
に
対
し
て
は
１０
㌃

あ
た
り
の
所
得
見
込
み
金
額
を
提
示
し
、

作
付
推
進
を
図
り
ま
す
。
既
存
生
産
者

に
対
し
て
は
加
工
用
米
と
二
条
大
麦
の

作
付
け
に
よ
る
交
付
金
の
優
位
性
を
提

案
し
、
麦
の
面
積
拡
大
を
図
り
ま
す
。

西
大
寺
営
農
セ
ン
タ
ー

課
題
設
定
①

「
小
麦
の
適
正
な
粗
タ
ン
パ
ク
含
量
の

確
保
と
施
肥
作
業
の
省
力
化
」

●
取
組
内
容

小
麦
施
肥
改
善
試
験

●
取
組
具
体
策

　

小
麦
の
栽
培
で
は
粗
タ
ン
パ
ク
含
量

の
確
保
が
重
要
課
題
で
す
（
目
標
値

９
・
７
〜
１１
・
３
％
）。
粗
タ
ン
パ
ク
含

量
の
向
上
に
は
実
肥
の
施
用
が
必
要
で

す
が
、
重
労
働
で
あ
る
た
め
、
生
産

者
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

追
肥
の
省
力
化
に
む
け
て
穂
肥
施
用

時
（
３
月
）
に
緩
効
性
肥
料
を
施
用
し
、

穂
肥
と
実
肥
を
合
わ
せ
て
一
発
施
用
す

る
こ
と
で
施
肥
作
業
の
省
力
化
を
図
り

ま
す
。
併
せ
て
収
量
性
、
粗
タ
ン
パ
ク

含
量
を
比
較
す
る
た
め
、
試
験
区
を

設
置
し
ま
す
。

課
題
設
定
②

「
野
菜
の
高
品
質
、
多
収
性
の
有
望
品
種

の
導
入
」

●
取
組
内
容

野
菜
有
望
品
種
の
選
定

●
取
組
具
体
策

　

白
菜
、
南
瓜
に
つ
い
て
既
存
の
主
力

品
種
の
種
苗
の
確
保
が
困
難
と
な
り
つ

つ
あ
る
た
め
、
新
品
種
の
策
定
が
早
急

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

部
会
で
の
、
品
種
試
験
の
栽
培
へ
の

取
り
組
み
、
収
量
性
・
生
理
障
害
の
有

無
な
ど
現
地
適
応
性
の
確
認
、
お
よ
び

既
存
品
種
と
の
品
質
比
較
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

瀬
戸
内
営
農
セ
ン
タ
ー

課
題
設
定
①

「
行
政
と
連
携
し
、
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

活
用
し
た
島
外
か
ら
の
新
規
就
農
者

の
確
保
」

●
取
組
内
容

前
島
キ
ャ
ベ
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践

●
取
組
具
体
策

　

前
島
地
区
で
は
生
産
者
の
高
齢
化
や

鳥
獣
害
に
よ
る
生
産
規
模
の
減
少
が
進

ん
で
お
り
、
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
島
内
だ
け
で
は
生

産
振
興
は
難
し
く
、
島
外
か
ら
の
労
働

力
が
必
要
で
す
。

　

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用

し
、
１
年
に
１
人
程
度
、
３
カ
年
に
か

け
て
新
規
就
農
者
の
確
保
を
目
指
し
ま

す
。
地
域
活
性
化
を
考
え
前
島
へ
の
移

住
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
受
け
入

れ
先
農
家
と
の
意
見
交
換
会
を
積
極

的
に
開
催
し
ま
す
。

課
題
設
定
②

「
１０
㌃
あ
た
り
３
㌧
の
収
穫
量
を
め
ざ

し
、
瀬
戸
内
海
圏
に
お
け
る
岡
山
の

瀬
戸
内
レ
モ
ン
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
」

●
取
組
内
容

瀬
戸
内
レ
モ
ン
の
生
産
振
興

●
取
組
具
体
策

　

軽
量
果
樹
と
し
て
レ
モ
ン
の
栽
培

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
収
量
が
安

定
せ
ず
、
栽
培
管
理
の
確
立
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
備
前
広
域
農
業
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
普
及
展
示
ほ

場
を
設
置
し
た
上
で
、
増
収
に
む
け

た
栽
培
管
理
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
部
会
や
関
係
機
関
と
連
携
し

販
売
促
進
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
ま
す
。

藤
田
営
農
セ
ン
タ
ー

課
題
設
定
①

「
リ
ー
キ
等
の
園
芸
品
目
を
導
入
し
、

水
稲
農
家
の
雇
用
安
定
と
所
得
向
上

を
目
指
す
」

●
取
組
内
容

水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
野
菜
生
産
振
興

●
取
組
具
体
策

　

大
型
農
家
が
法
人
化
な
ど
規
模
拡

大
を
進
め
る
上
で
雇
用
の
安
定
が
必
要

で
す
。
農
閑
期
に
園
芸
品
目
を
作
る

こ
と
で
人
材
の
確
保
と
雇
用
の
創
出
を

図
り
ま
す
。

　

水
稲
中
心
の
農
家
で
は
作
業
が
重
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、Ｊ
Ａ
所
有

の
農
機
具
や
育
苗
施
設
を
有
効
活
用

し
、
生
産
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

課
題
設
定
②

「
ア
ケ
ボ
ノ
の
１０
㌃
あ
た
り
１０
俵
の
収

量
確
保
」

●
取
組
内
容

水
稲
多
収
技
術
研
究

●
取
組
具
体
策

　

業
務
用
米
の
引
き
合
い
が
強
ま
る

中
、
主
力
品
種
で
あ
る
「
ア
ケ
ボ
ノ
」

の
現
在
の
反
収
は
管
内
平
均
で
１０
㌃

あ
た
り
９
・
５
俵
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

よ
り
一
層
の
多
収
技
術
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。　

　

こ
れ
ま
で
の
施
肥
体
系
の
見
直
し

と
土
壌
改
良
剤
の
導
入
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
営
農
指
導
を

行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

備
南
営
農
セ
ン
タ
ー

課
題
設
定
①

「
担
い
手
、
生
産
者
を
育
て
、

農
地
の
有
効
活
用
を
図
り
、

農
家
所
得
の
向
上
を
目
指
す
」

●
取
組
内
容

露
地
キ
ャ
ベ
ツ
の
生
産
拡
大

●
取
組
具
体
策

　

生
産
者
の
高
齢
化
に
と
も
な
い
耕
作

放
棄
地
の
増
加
と
と
も
に
管
内
農
作

物
の
生
産
面
積
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

露
地
キ
ャ
ベ
ツ
の
作
付
拡
大
と
多
収

に
む
け
た
追
肥
試
験
を
行
う
ほ
か
、

乾
田
化
促
進
の
た
め
に
、
も
み
殻
暗

き
ょ
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
生
産

部
会
を
設
立
し
、
担
い
手
農
家
の
確

保
・
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

課
題
設
定
②

「
タ
マ
ネ
ギ
の
１０
㌃
あ
た
り
５
㌧
の
収

量
確
保
に
よ
る
農
家
所
得
の
向
上
」

●
取
組
内
容

水
田
作
タ
マ
ネ
ギ
の
反
収
向
上

●
取
組
具
体
策

　

タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培
面
積
は
拡
大
し

て
い
る
が
、
１０
㌃
あ
た
り
の
収
量
は

１
・
８
㌧
と
面
積
に
見
合
っ
た
収
量
が

確
保
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

除
草
体
系
の
見
直
し
に
よ
る
確
実
な

栽
培
管
理
を
行
い
ま
す
。
栽
培
講
習

会
、
ほ
場
巡
回
を
徹
底
し
、
収
量
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

高
松
営
農
セ
ン
タ
ー

課
題
設
定
①

「
ア
ケ
ボ
ノ
の
確
実
な
収
量
ア
ッ
プ
に

よ
る
農
家
所
得
の
向
上
」

●
取
組
内
容

水
稲
有
望
品
種
の
安
定
し
た
収
量
の

確
保

●
取
組
具
体
策

　

管
内
「
ア
ケ
ボ
ノ
」
に
つ
い
て
収
量

が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
ほ
場
巡
回

時
な
ど
に
生
産
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
な
が
ら
水
稲
の
一
発
肥
料
な
ど
の

適
応
性
を
検
証
し
安
定
し
た
収
量
を

確
保
し
ま
す
。

　

目
標
は
１０
㌃
あ
た
り
１０
俵
と
し
、

慣
行
肥
料
と
の
比
較
も
行
い
ま
す
。

課
題
設
定
②

「
桃
新
品
種
『
白
皇
®
』
の
栽
培
技
術
の

確
立
と
品
質
保
持
に
向
け
た
実
証
試
験
」

●
取
組
内
容

白
皇
®
の
裂
皮
軽
減
お
よ
び
品
質
向
上

●
取
組
具
体
策

　

白
皇
®
は
新
品
種
の
た
め
生
産
農

家
が
少
な
く
、
栽
培
技
術
も
確
立
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
徹
底
し
た
栽
培

管
理
に
よ
る
品
質
向
上
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。　

　

定
期
的
に
農
薬
試
験
等
を
行
い
、
栽

培
に
適
し
た
管
理
を
指
導
す
る
ほ
か
、

新
製
品
の
袋
掛
け
試
験
に
つ
い
て
も
同

時
に
行
い
、
比
較
調
査
に
よ
る
従
来
品

と
の
適
合
性
を
検
証
し
ま
す
。

建
部
営
農
セ
ン
タ
ー

課
題
設
定
①

「
建
部
地
区
水
稲
生
産
者
を
対
象
と
し

た
『
き
ぬ
む
す
め
』の
生
産
量
の
増
加
」

●
取
組
内
容

「
き
ぬ
む
す
め
」
の
生
産
拡
大

●
取
組
具
体
策

　
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」、「
に
こ
ま
る
」
に

替
わ
る
品
種
の
選
定
と
し
て
食
味
ラ
ン

キ
ン
グ
特
Ａ
を
取
得
し
て
い
る
「
き
ぬ

む
す
め
」
の
生
産
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

講
習
会
等
を
通
じ
て
栽
培
啓
発
を

行
う
と
と
も
に
、
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
安
定
し
た
収
量
を
図
る
た
め
、
栽

培
管
理
と
病
害
虫
防
除
の
徹
底
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
育
苗
施
設
を
利
用
し
、

播
種
同
時
苗
箱
処
理
剤
の
導
入
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

課
題
設
定
②

「
既
存
契
約
野
菜
の
生
産
拡
大
と
軽
量

野
菜
の
新
規
栽
培
」

●
取
組
内
容

契
約
野
菜
の
生
産
拡
大
と
新
規
品
目

導
入

●
取
組
具
体
策

　

担
い
手
農
家
の
経
営
内
容
が
多
様

化
し
て
い
る
中
、
農
家
所
得
の
増
大

に
む
け
て
契
約
野
菜
等
の
有
望
品
目

の
導
入
を
行
い
ま
す
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト

む
け
の
観
賞
用
カ
ボ
チ
ャ
に
つ
い
て
も

需
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
品
目
の
選
定

と
生
産
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
繁
忙
期
の
人
手
不
足
を
解
消

す
る
た
め
に
作
業
支
援
を
検
討
す
る

ほ
か
、
加
茂
川
地
区
で
軽
量
野
菜
と

し
て
有
望
な
「
お
も
ち
ゃ
か
ぼ
ち
ゃ
」

の
新
規
栽
培
者
を
募
集
し
ま
す
。

各
営
農
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
結
果
に
つ
い
て
は
、２
月
号

よ
り
随
時
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

予 告
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農
薬
散
布
の
際
に
作
物
名
に
つ

い
て
悩
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
収
穫
時
の
大
き
さ
や
形
状
、

収
穫
時
期
な
ど
に
よ
っ
て
農
薬
登

録
上
で
は
別
の
作
物
と
し
て
扱
わ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
今
月
号

で
は
、
農
薬
散
布
時
に
注
意
す
べ

き
作
物
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

●
ト
マ
ト
と
ミ
ニ
ト
マ
ト

　
ト
マ
ト
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
直
径
で

分
類
さ
れ
て
お
り
、
直
径
3
㌢
よ
り

大
き
い
品
種
は
「
ト
マ
ト
」、
直
径
3

㌢
以
下
の
品
種
は
「
ミ
ニ
ト
マ
ト
」

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
中
玉
ト
マ
ト
は

直
径
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
の
登
録
を
使

用
す
る
か
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

●
レ
タ
ス
と
リ
ー
フ
レ
タ
ス

　
玉
レ
タ
ス
の
よ
う
に
結
球
す
る

も
の
は
「
レ
タ
ス
」
葉
レ
タ
ス
の
よ

う
に
結
球
し
な
い
も
の
は
「
リ
ー
フ

レ
タ
ス
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
家
庭

菜
園
で
人
気
の
リ
ー
フ
レ
タ
ス
で
す

が
、
農
薬
散
布
の
際
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。

●
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
よ
う
に
茹

で
た
り
焼
い
た
り
し
て
食
べ
る
も

の
は
「
未
成
熟
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」
に

分
類
さ
れ
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど

に
用
い
る
完
全
に
成
熟
し
た
も
の

は
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
子
実
）」
に
分

類
さ
れ
ま
す
。
農
薬
の
ラ
ベ
ル
に

一
方
だ
け
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

は
も
う
一
方
に
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
が
、「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
場
合
は
両
方
に
使
用

可
能
で
す
（
資
料
1
）。

　
ま
た
中
華
料
理
な
ど
に
使
用
す

る
ヤ
ン
グ
コ
ー
ン
（
ベ
ビ
ー
コ
ー

ン
）
は
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
わ

き
芽
を
間
引
い
た
も
の
で
、「
ヤ
ン

グ
コ
ー
ン
」
と
し
て
上
記
2
つ
と

は
異
な
る
作
物
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

●
ダ
イ
ズ
と
エ
ダ
マ
メ

　
成
熟
し
て
か
ら
収
穫
し
た
も
の

が
「
ダ
イ
ズ
」
で
、
未
成
熟
な
う
ち

に
収
穫
し
た
も
の
が
「
エ
ダ
マ
メ
」

で
す
。
ど
の
段
階
で
収
穫
す
る
の

か
、
栽
培
目
的
に
応
じ
て
農
薬
を

選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同

じ
よ
う
に
「
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
」
と

「
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
」、「
エ
ン
ド
ウ
マ

メ
」
と
「
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
」
は
異
な

る
作
物
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
ま
ぎ
ら
わ
し
い
作

物
が
あ
り
ま
す
の
で
、
不
安
な
と

き
は
表
示
を
確
認
す
る
習
慣
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
両
方
の
作
物

に
使
え
る
農
薬
も
あ
り
ま
す
。

農
薬
散
布 

の
時

に
作
物
名
は
表
示

を
確
認
す
る
習
慣

に
し
ま
し
ょ
う

資料1 まぎらわしい作物

トウモロコシ
トウモロコシ（子実） 未成熟トウモロコシ ヤングコーン

成熟 未成熟 わき芽

レタス リーフレタス

結球する 結球しない

トマト ミニトマト

直径 3 ㌢より大きい 直径 3 ㌢以下

ダイズ エダマメ

成熟 未成熟

エンドウマメ
インゲンマメ

サヤエンドウ
サヤインゲン

野
菜

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
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大
き
さ
が
異
な
る

形
が
異
な
る

収
穫
時
期
が
異
な
る



　
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
よ
り
一
層
厳
し
い

時
期
に
突
入
し
ま
す
が
、
2
0
2
0
年

も
お
い
し
い
果
実
が
家
庭
で
作
れ
る
よ

う
に
樹
の
手
入
れ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
今
月
は
、
落
葉
果
樹
の
整
枝
・
せ

ん
定
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
整
枝
・
せ
ん
定
を
す
る
理
由

　
整
枝
・
せ
ん
定
の
目
的
は
果
実
を
た

く
さ
ん
実
ら
せ
る
た
め
に
行
う
作
業
だ

と
考
え
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
実
ら
せ
る
量
を
制
限
す
る
こ

と
が
大
き
な
目
的
と
な
り
ま
す
。
も
う

一
つ
の
目
的
は
樹
勢
を
維
持
し
作
業
し

や
す
い
樹
形
に
す
る
こ
と
で
す
。
皆
さ

ん
の
園
地
の
樹
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
上
に
ば
か
り
樹
が
伸
び
、
収
獲
作

業
や
管
理
が
大
変
だ
っ
た
り
し
ま
せ
ん

か
？
（
資
料
3
）

●
果
樹
の
せ
ん
定
時
期

　
せ
ん
定
の
時
期
は
果
樹
の
品
目
に

よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
す
。
一
般
的

に
梅
、
桃
、
カ
リ
ン
、
キ
ウ
イ
な
ど
発

芽
の
早
い
品
目
は
年
内
か
ら
1
月
中

に
行
い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
や
ナ
シ
は
1

〜
2
月
、
発
芽
の
遅
い
品
目
（
イ
チ

ジ
ク
）
は
寒
さ
が
緩
和
さ
れ
た
3
月

に
入
っ
て
行
い
ま
す
。

●
果
樹
の
整
枝
・
せ
ん
定

　
整
枝
・
せ
ん
定
を
し
な
い
で
い
る

と
、
枝
が
伸
び
て
樹
冠
が
大
き
く
な

る
に
つ
れ
て
樹
の
ふ
と
こ
ろ
部
分
が

日
蔭
と
な
り
枝
が
枯
れ
て
、
年
々
結

実
す
る
位
置
が
高
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
う
な
る
と
収
穫
作
業
が
困
難
に

な
る
な
ど
樹
の
維
持
管
理
が
難
し
く

な
る
の
で
、
そ
う
な
る
前
に
整
枝
・

せ
ん
定
を
行
い
、
樹
幹
内
部
ま
で
日

が
入
る
よ
う
に
し
て
、
果
実
の
な
る

着
果
部
位
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
落
葉
果
樹
は
葉
っ
ぱ
が
落
ち
て

樹
が
休
眠
に
入
っ
て
か
ら
せ
ん
定
を

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
枝
の
切
り
返
し
せ
ん
定

　
樹
種
に
よ
り
花
芽
の
つ
く
位
置
が

異
な
り
ま
す
。

　
花
芽
を
確
認
せ
ず
、
む
や
み
に
枝
を

切
り
返
す
と
結
実
が
安
定
し
ま
せ
ん
。

花
芽
が
前
年
枝
の
ど
の
位
置
に
あ
る
か

を
確
認
し
て
か
ら
切
り
返
し
せ
ん
定
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

●
結
果
習
性

　
核
果
類
（
桃
・
ス
モ
モ
・
梅
等
）
は

前
年
枝
に
花
芽
と
葉
芽
が
分
か
れ
て

着
き
、
花
芽
の
位
置
が
容
易
に
確
認

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
柿
・
梨
・
ブ

ド
ウ
・
キ
ウ
イ
な
ど
は
混
合
芽
な
の

で
、
前
年
枝
に
花
芽
と
葉
芽
が
1
芽

の
中
に
混
在
し
、
枝
が
伸
長
し
た
当

年
枝
に
な
ら
な
い
と
花
芽
が
確
認
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
混
合
芽
は
果
樹

の
種
類
に
よ
っ
て
前
年
枝
に
着
く
花

芽
の
位
置
が
異
な
る
の
で
、
花
芽
が

前
年
枝
の
ど
の
位
置
に
あ
る
の
か
を

把
握
し
、
せ
ん
定
の
前
に
必
ず
花
芽

の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
（
資
料
4
）。

営農部指導課
小野 智寛

せ
ん
定
の
前
に

花
芽
が
前
年
枝
の

ど
の
位
置
に
あ
る

か
確
認
し
よ
う

資料2 茎が伸びずに開花した株
実のなるところが少ない

高い位置しか実がならない

美味しい実がよくなり始めた
低い位置に果実ができたので
管理がしやすい

資料3 樹表面の凹凸で日当りをよく

資料4 品目別の花芽と葉芽の付き方

品目 芽の
形態

花芽の
着生
部位

果実
の着
生枝

よく結実
する枝
（果枝）

陰芽の
発生

樹の
姿

桃 花芽、
葉芽が
分かれ
る

花芽と
葉芽が
１芽に
混在

頂芽と
腋芽

頂芽と頂芽
に続く２～
３の腋芽
基部３～８
節の腋芽
カキと同じ
頂芽、腋芽

前年枝
の頂芽
と腋芽

前年
枝

当年
枝

長、中、　
短

中、短

中、短

中、長

中、長

長

少
開

開
直

開
開

直

蔓

蔓

直

～

開

少

多

多

中
少
中、多

中、多
－

中

中

短
短、花束
状短果枝

梅
スモモ
黄桃

日本梨

西洋梨 頂芽
頂芽
腋芽 －

1.5m程度

リンゴ
ブドウ
柿

キウイ

栗
イチジク
注：短は１０㎝以下、中は１０～３０㎝、長は３０～５０㎝

　
冬
に
な
り
ま
し
た
。
畑
や
庭
の

防
寒
対
策
、
寒
さ
が
苦
手
な
花
の

屋
内
へ
の
取
り
込
み
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
寒
い
時
期

に
よ
く
あ
る
、
花
に
つ
い
て
の
質

問
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
大
株
の
ク
ン
シ
ラ
ン
な
の
に
花

が
咲
か
な
い

　
置
い
た
場
所
に
も
よ
り
ま
す
が
、

3
〜
4
月
ご
ろ
が
開
花
期
で
す
。

そ
の
時
期
に
な
っ
て
も
開
花
し
な

い
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　
寒
さ
に
あ
ま
り
強
く
な
い
の
で

冬
は
屋
内
に
入
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
5
〜
10
℃
の
低
温
に
40

〜
50
日
遭
わ
せ
な
い
と
、
花
茎
が

伸
長
せ
ず
株
元
で
咲
い
た
り
し
ま

す
（
資
料
2
）。
暖
か
す
ぎ
る
屋
内

で
保
護
す
る
の
は
開
花
に
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
冬
の
間
も
直
射
光
で
葉

焼
け
し
な
い
程
度
で
日
照
の
よ
い

場
所
に
置
か
な
い
と
開
花
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
灌
水
は
、
冬

で
も
土
が
乾
い
た
ら
、
午
前
中
に

充
分
行
い
ま
す
。

　
こ
の
他
の
原
因
と
し
て
は
、
肥
料

不
足
で
充
分
葉
が
育
た
な
か
っ
た
場

合
や
、
根
腐
れ
を
起
こ
し
て
い
る
場

合
、
よ
く
乾
く
夏
の
水
不
足
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
施
肥
は
新
葉
が
動

き
始
め
る
こ
ろ
（
2
月
ご
ろ
）
か
ら

6
月
、
夏
は
避
け
て
9
月
ご
ろ
、
油

粕
と
骨
粉
を
混
ぜ
た
固
形
肥
料
な
ど

を
置
き
肥
し
ま
す
。
根
腐
れ
は
用
土

の
排
水
不
良
や
か
ん
水
過
多
な
ど
が

原
因
に
な
り
ま
す
。

●
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
の
つ
ぼ
み

が
咲
か
ず
に
落
ち
た

　
色
づ
き
始
め
る
前
の
小
さ
い
つ
ぼ

み
の
時
期
は
環
境
の
変
化
に
敏
感

で
、
移
動
し
た
こ
と
で
つ
ぼ
み
が
落

ち
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
置
き
場
所
を
変
え
る
に
は
、
着

色
し
始
め
て
い
る
、
3
㌢
以
上
に

な
っ
て
い
る
な
ど
を
目
安
に
、
タ

イ
ミ
ン
グ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
冬

は
あ
ま
り
暖
か
す
ぎ
る
よ
り
10
〜

15
℃（
一
番
寒
い
時
で
5
℃
）
く
ら

い
の
温
度
の
と
こ
ろ
に
置
く
の
が

花
保
ち
も
よ
く
な
り
ま
す
。
日
中

は
明
る
い
環
境
が
よ
く
、
花
が
咲

い
て
い
る
間
は
鉢
土
の
表
面
が
白

く
乾
い
た
ら
午
前
中
に
た
っ
ぷ
り

灌
水
し
、
生
長
を
休
止
す
る
花
後

は
水
も
少
な
め
に
し
て
い
き
ま
す
。

●
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
の
花
が
咲

か
な
い

　
日
長
が
12
時
間
以
下
に
な
っ
た

ら
花
芽
分
化
を
始
め
る
短
日
植
物

で
す
。（
日
長
12
時
間
以
下
は
秋
の

お
彼
岸
以
降
に
な
り
ま
す
が
、
日

の
出
前
と
日
没
後
も
明
る
い
の
で
、

実
際
に
は
10
月
上
旬
以
降
）
自
然

日
長
な
ら
そ
の
後
花
芽
が
発
達
し

て
開
花
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

夜
も
明
る
い
室
内
に
置
い
て
い
た

り
、
街
灯
が
明
る
い
な
ど
の
場
合

は
、
12
時
間
以
上
暗
い
時
間
が
続

く
場
所
に
移
動
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
温
度
は
上
記
の
よ

う
に
低
い
方
が
花
芽
分
化
し
や
す

い
と
さ
れ
ま
す
。

果
樹

花
き

営農部指導課
中川 雄一

寒
さ
が
苦
手
な

花
の
屋
内
へ
の

取
り
込
み
な
ど
の

お
知
ら
せ
で
す




